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１ 研究の概要 

不活性な窒素をキャリアガスとしてアルミニウム粉体を供給できる燃焼実験システムを構築し、

燃焼実験を行った。 

 

２ 研究の目的と背景 

目的は、①実験システムを構築すること、②アルミニウム粉体が酸素と窒素(キャリアガス)とに

よって安定に燃焼するパラメータ領域を明らかにすること、③水素を補助燃料として使って安定に

燃焼するパラメータ領域を拡げること、である。（達成できたのは、①と②の途中までである） 

本研究の背景を以下にまとめる。 

 

 

 



３ 研究内容 

（１） 微粉アルミニウム拡散型バーナーの開発(https://www.rgdl.net/al-burner) 
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４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

脱炭素化社会がどのようなものになるのか、現時点では誰にもわからない。本研究は、脱炭素

化社会に向かうための選択肢を増やすために活かされるべきと考えている。水素やアンモニアが

注目されがちであるが、いずれも「輸送には向いているが長期保管には向いていない」代替燃料

である。アルミニウムは、その高いエネルギー密度ゆえに、長期保管に適した代替燃料となり得る。

本研究はその実現可能性を高めるものであり、微粉炭に代わる合成燃料として実社会に活かさ

れることを望んでいる。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

個人の研究歴の流れの中では、燃焼器に粉体を投入し高温・高速で基材に吹き付けて皮膜を

形成する溶射技術の開発研究の新たな展開であると位置づけている。 

 

６ 本研究にかかわる知財・発表論文等 

該当なし 

 

７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

該当なし 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 広島大学工学部（ヒロシマダイガク コウガクブ） 

住    所： 〒739-8527 

広島県東広島市鏡山1-4-1 

担  当  者： 教授 遠藤琢磨（エンドウ タクマ） 

担 当 部 署： 反応気体力学研究室（ハンノウキタイリキガクケンキュウシツ） 

E - m a i l： takumaendo@hiroshima-u.ac.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.rgdl.net/ 
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